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件 名 
萩市民病院のＡＣＳ（急性冠症候群）患者に対するＰＣＩ治療（カテーテ

ル治療）時間帯の縮小に関する市長メッセージについて 

 

急性心筋梗塞などＡＣＳ（急性冠症候群）の患者に対する萩市民病院での

ＰＣＩ治療（カテーテル治療）の時間帯が縮小されたことを受けて、７月９

日に長門市救急医療対策協議会の会議を開催しました。 

そこで、同会議において、市内の救急医療に携わる各委員からいただいた

ご意見を踏まえ、別紙のとおり、市長が市民の皆様に対してメッセージを発

出しましたのでお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



市民の皆様へ 

 

 このたび、急性心筋梗塞などＡＣＳ（急性冠症候群）患者に対する萩市民

病院のＰＣＩ治療（カテーテル治療）の対応時間帯縮小に関する記事が、地

元新聞で報道されました。 

 

これを受け市では、７月９日開催の長門市救急医療対策協議会におきまし

て、長門市におけるＡＣＳ患者の搬送体制などを今後どのように考えるべき

か協議しました。 

 

会議では、市内の救急医療に携わる各委員から、ＰＣＩ治療など専門的な

高度医療が必要な状況下にあっても、おおむね１時間で搬送可能な県内５ヵ

所の高度医療機関と既に連携していることを確認しました。市としましても、

市内の救急病院とこれら高度医療機関との関係をより強固なものにするため

に行動してまいります。 

 

 急性心筋梗塞では、発症からなるべく早期の対応が大切であるという意見

をいただきましたので、市としましては、発症から市内医療機関への初期対

応を含む早期の救急搬送、高度医療機関への転院搬送時の連携強化や、救急

搬送中の早期診断など、様々な搬送システムの再整備を行うことによりまし

て、心筋が壊死する時間を超えることなく、市民の皆様に日本循環器学会の

ガイドラインに沿った最適な治療を受けていただけるよう努めてまいります。 

 

 また、緊急のＰＣＩ治療の対応が困難な市内の救急病院におかれましても、

今までと変わりなく初期対応していただくことを併せ確認しました。 

 

 さらに、ＡＣＳは高血圧症、脂質異常症、糖尿病など生活習慣病との関係

が深いことに鑑みて、長門市医師会をはじめとする医療関係者と常に連携を

図りながら、予防や早期発見への取組も強化してまいる所存です。 

 

 

令和 6年 7月 

 

長門市長  江 原 達 也   


